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故
郷
の
家
で
、
今
日
も
利
用
者
さ
ん
に
「
あ
ん
た
こ
こ
の
理
事
長

か
ね
」
と
聞
か
れ
て
、「
私
は
あ
な
た
の
子
分
で
す
よ
。
あ
な
た
の
子

分
が
こ
こ
に
い
る
ん
だ
と
思
っ
て
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の

子
分
が
い
る
と
思
っ
た
ら
心
強
く
な
る
で
し
ょ
う
」
と
答
え
る
。

　
「
そ
ん
な
風
に
言
わ
れ
る
の
は
、
初
め
て
だ
。
感
激
し
た
」
と
顔
を

崩
し
て
笑
わ
れ
る
。

　

福
祉
は
施
し
で
は
な
く
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。

　

韓
国
木
浦
の
法
人
に
は
障
害
者
の
授
産
施
設
が
2
ヶ
所
あ
る
。
そ

の
施
設
長
の
人
事
が
あ
っ
た
。
ご
利
用
者
か
ら
思
い
が
け
ず
お
菓
子

の
お
餞
別
を
頂
い
た
。

　

喜
ん
で
い
る
と
、「
こ
れ
は
あ
な
た
に
あ
げ
た
ん
じ
ゃ
な
い
よ
。
こ

れ
か
ら
行
く
施
設
の
利
用
者
さ
ん
に
あ
げ
る
ん
だ
よ
」
と
言
わ
れ
て

目
を
丸
く
し
た
。

　

施
設
長
の
心
配
を
す
る
ま
で
余
裕
が
で
き
成
長
し
た
姿
に
感
謝
し
、

感
動
し
た
の
で
あ
る
。

　

感
謝
か
ら
学
ん
だ
福
祉
の
現
場
は
、
7
つ
の
K
の
職
場
で
す
。

　

ま
ず
、
私
の
よ
う
な
小
さ
な
者
が
他
人
の
お
世
話
を
す
る
職
場
で

働
く
よ
う
に
な
り
、
感
謝
。

　

１
、
感
謝
か
ら
始
ま
る
と
２
、
感
動
が
生
ま
れ
、
３
、
感
激
す
る
。

４
、
利
用
者
と
の
関
係
が
生
ま
れ
る
。
５
、
お
互
い
に
期
待
し
、
６
、

希
望
を
持
つ
。
そ
し
て
、
７
、
幸
福
に
な
る
。

　

感
謝
、
感
動
、
感
激
、
関
係
、
期
待
、
希
望
、
幸
福
を
い
た
だ
く

職
場
な
の
で
す
。

社
会
福
祉
法
人
こ
こ
ろ
の
家
族

　
　

尹
基
（Tauchi   M

otoi

）

福
祉
は
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の

例
年
よ
り
遅
か
っ
た
桜
も
や
っ
と
咲
き
始
め
た
。

故
郷
の
家
・
東
京
の
利
用
者
さ
ん
た
ち
も
散
歩
に
。

2～3p

６~7p

金元治さんご逝去……………………3p
三木晴雄さんを悼む…………………3p
南第二包括は「100点満点」………4p
職員たちが施設のリフォーム………4p

 韓国・共生福祉財団理事長に田内文枝が就任

 　　｜ 大阪府社会福祉協議会会長・井手之上優さんインタ
ビュー



２

韓
国
・
共
生
福
祉
財
団
理
事
長
に
就
任

　

本
年
1
月
1
日
付
で
、
韓
国
・

共
生
福
祉
財
団
の
理
事
長
に
、こ

こ
ろ
の
家
族
の
田
内
文
枝
総
括
理

事
が
就
任
し
た
。
2
0
1
7
年
に

就
任
し
た
慎
承
男
（
シ
ン
・
ス
ン

ナ
ム
）前
理
事
長
を
継
ぐ
も
の
で
、

日
本
の
こ
こ
ろ
の
家
族
総
括
理
事

と
の
兼
務
と
な
る
。「
韓
国
に
行

き
来
し
な
が
ら
、こ
こ
ろ
の
家
族

の
働
き
も
こ
れ
ま
で
通
り
務
め
て

参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
」
と
総
括
理
事
。

3
月
12
日
に
共
生
園
の
講
堂
で
行

わ
れ
た
理
事
長
就
任
式
に
臨
ん

だ
。
　
田
内
文
枝
理
事
長
は
祝
福
の

花
束
を
受
け
取
っ
た
後
、７
本
の

旗
を
背
に
、
挨
拶
を
行
っ
た
。
旗

は
共
生
福
祉
財
団
が
運
営
す
る

施
設
、
木
浦
共
生
園
、
共
生
再
活

院
、
木
浦
障
害
者
療
育
院
、
授
産

施
設
の
務
安
自
立
院
と
イ
エ
ソ
ン

自
立
院
、
全
羅
南
道
家
庭
委
託
支

援
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
共
生
福
祉

財
団
を
象
徴
す
る
。

1928年 木浦共生園開設
1956年 木浦共生園は社会福祉法人木浦共生園に
1972 年 財団法人木浦共生園から社会福祉法人木
　　　　 　浦共生園に
1977年 ｢ソウル少年少女職業訓練院｣を開設
1977 年 社会福祉法人木浦共生園を社会福祉法人
　　　　　共生福祉財団に名称変更
1984年 心身障害者施設　共生再活院　開設
1990年 ソウル市から ｢ソウル上渓職業専門学校｣　
　　　　　の委託運営を得る
1991 年 重度心身障害者施設「木浦障害人療育院」
　　　　　開設
1994年 保育所　シンフン子どもの家開設
2000年 授産施設　務安自立院開設
2006年 ｢ソウル 江南自活後見機関｣を委託運営
2001年 授産施設　イエソン自立院開設
2017年 全羅南道家庭委託支援センター開設
2018年 共生園設立90周年記念式
2023 年 共生園設立 95 周年記念式に尹錫悦大統領
　　　　　ご夫妻ご臨席　

共生福祉財団のあゆみ

挨
拶
す
る
田
内
文
枝
理
事
長

参
加
者
全
員
で
記
念
写
真

１
０
０
周
年
に
向
け
新
し
い
一
歩

　

共
生
福
祉
財
団
は
1
9
2
8
年

に
尹
致
浩
が
創
設
し
た
木
浦
共
生

園
を
ル
ー
ツ
と
す
る
。
韓
国
の
社

会
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
、

1
9
5
6
年
、
木
浦
共
生
園
は
社

会
福
祉
法
人
木
浦
共
生
園
に
。

1
9
7
7
年
に
卒
園
生
の
自
立
の

た
め
に
、
尹
基
理
事
長
が
ソ
ウ
ル

で
職
業
訓
練
事
業
を
始
め
、
法
人

名
を
木
浦
共
生
園
か
ら
共
生
福
祉

財
団
に
変
更
。

　
さ
ら
に
2
0
1
4
年
、
社
会
福

祉
法
人
共
生
福
祉
財
団
を
分
割
、

社
会
福
祉
法
人
尹
鶴
子
共
生
財
団

が
創
設
さ
れ
た
。
尹
鶴
子
共
生
財

団
は
国
連
「
世
界
孤
児
の
日
」
制

定
推
進
の
他
、木
浦
の
施
設
支
援
、

木
浦
高
下
島
の
開
発
、日
本
の
「
故

郷
の
家
」
支
援
を
受
け
持
つ
。

　

な
お
、
韓
国
で
は
日
本
と
違
い
、

「
理
事
長
」
は
名
誉
職
で
あ
り
無

給
だ
が
、
大
き
な
責
任
を
負
う
こ

と
に
な
る
の
は
変
わ
ら
な
い
。

　

共
生
福
祉
財
団
は
4
年
後
の

2
0
2
8
年
、
創
立
1
0
0
周
年

を
迎
え
る
。
記
念
す
べ
き
年
に
向

け
、
新
し
い
理
事
長
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
。
就
任
式
で
の
挨
拶
は
次

ペ
ー
ジ
に
。

田
内
文
枝
総
括
理
事
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玉
の
肌
石
鹸
・
ミ
ヨ
シ
石
鹸
株
式
会
社
相
談
役
、
ミ
ヨ
シ

油
脂
株
式
会
社
名
誉
顧
問
の
三
木
晴
雄
さ
ん
が
、
2
0
2
3

年
12
月
11
日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
84
歳
。

2
0
2
4
年
2
月
28
日
、
東
京
會
舘
で
偲
ぶ
会
が
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
三
木
さ
ん
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
実
業
家
と
し
て
国
内
外
で
活

躍
さ
れ
る
と
共
に
、芸
術
、特
に
音
楽
に
造
詣
が
深
く
、教
育
、

福
祉
の
分
野
で
も
幅
広
い
支
援
活
動
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
ろ
の
家
族
の
働
き
に
対
し
て
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー

ル
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
国
連
「
世
界

孤
児
の
日
」
制
定
推
進
運
動
な
ど
事
あ
る
ご
と
に
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
映
画
「
愛
の
黙
示
録
」
の
制
作
に
際
し
て
大
き
な

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
が
起
爆
剤
と
な
っ
て
支
援
の
輪

が
広
が
り
映
画
が
完
成
し
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

で
す
。

　

心
か
ら
の
感
謝
と
共
に
、ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　

ご
あ
い
さ
つ

ま
ず
、
神
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2
月
に
各
施
設
を
お
訪
ね
し
た
際
に
は
、
ご
利
用
者
様
と
職
員
の
皆

様
が
明
る
く
迎
え
て
下
さ
り
、
感
動
し
ま
し
た
。

園
長
様
は
じ
め
職
員
の
皆
様
が
熱
心
に
ケ
ア
さ
れ
て
い
る
お
姿
に
、

理
事
の
皆
様
も
誇
り
に
思
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
本
当
に
良
い
施
設
に

な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

52
年
前
に
尹
基
園
長
と
結
婚
し
て
共
生
園
に
来
て
以
来
、
共
生
園
の

こ
と
は
忘
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

共
生
園
は
、
尹
致
浩
伝
道
師
と
尹
鶴
子
女
史
が
命
を
か
け
て
守
っ
て

き
た
所
で
す
。

そ
の
苦
難
の
生
涯
を
思
う
と
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

そ
の
時
代
に
共
に
暮
ら
し
守
っ
て
下
さ
っ
た
職
員
や
共
生
家
族
に
心

か
ら
感
謝
し
ま
す
。

尹
基
会
長
と
私
は
、
尹
致
浩
の
心
、
尹
鶴
子
の
心
、
そ
の
精
神
を
皆

様
に
知
ら
せ
、
伝
え
て
拡
げ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
日
の
共
生
福
祉
財
団
が
あ
り
ま
す
。

「
50
年
間
共
生
園
の
た
め
に
尽
く
し
て
き
た
の
だ
か
ら
、
あ
な
た
に
は

理
事
長
の
資
格
は
充
分
あ
る
。
受
け
入
れ
な
さ
い
」
と
、
慎
承
男
理

事
長
か
ら
言
わ
れ
て
決
心
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
天
国
に
お
ら
れ
る
共
生
家
族
の
皆
様
に
喜
ば
れ
る
施
設

づ
く
り
を
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
2
0
2
4
年
3
月
12
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
法
人
共
生
福
祉
財
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　
田
内
文
枝

　
田
内
文
枝　
1
9
4
9
年
大
阪
市
生
ま
れ
。
71
年
同
志
社
大
学
文
学
部
社

会
福
祉
学
科
卒
業
、
社
会
福
祉
法
人
博
愛
社
入
社
。
72
年
、
木
浦
共
生
園
園

長
だ
っ
た
尹
基
と
結
婚
、
韓
国
へ
渡
る
。
木
浦
共
生
園
で
働
き
「
共
生
園
の
二

代
目
オ
モ
ニ
」
と
い
わ
れ
た
。
82
年
3
月
、家
族
と
と
も
に
帰
国
。「
故
郷
の
家
」

施
設
長
な
ど
を
経
て
、
現
在
社
会
福
祉
法
人
「
こ
こ
ろ
の
家
族
」
総
括
理
事
。

三
木
晴
雄
さ
ん
を
悼
む

文
化
・
芸
術
に
深
い
造
詣

　

在
日
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
総
会
大

阪
西
成
教
会
元
老
牧
師
で
、
社
会

福
祉
法
人
こ
こ
ろ
の
家
族
の
監
事

も
長
く
務
め
ら
れ
た
金
元
治
（
キ

ム
・
ウ
ォ
ン
チ
）
さ
ん
が
本
年
２

月
６
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
享
年

1
0
1
歳
。

　
1
9
6
7
年
、
博
愛
社
と
共
生

園
が
姉
妹
結
縁
の
際
、
西
成
区
の

金
剛
学
園
と
交
流
、
当
時
金
剛
学

園
の
P
T
A
会
長
だ
っ
た
金
元
治

さ
ん
は
そ
の
と
き
、
田
内
千
鶴
子

と
会
う
機
会
が
あ
り
「
田
内
千
鶴

子
さ
ん
と
直
接
会
う
こ
と
が
で
き

た
の
は
私
の
自
慢
の
ひ
と
つ
」
と
、

語
っ
て
お
ら
れ
た
。
故
郷
の
家
創

設
当
初
か
ら
関
わ
り
、礼
拝
を
守
っ

て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
。
晩
年
は

故
郷
の
家
・
京
都
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス

で
過
ご
さ
れ
て
い
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

金
元
治
さ
ん
ご
逝
去

（
2
0
1
3
年
撮
影
）

こ
こ
ろ
の
家
族 

元
監
事

2
0
1
6
年
7
月
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
の
た
め
に
来
日
し
た
光
州
女
性
フ
ィ
ル
歓

迎
会
が
玉
の
肌
石
鹸
に
て
開
催
さ
れ
た
。
演
奏
者

た
ち
に
囲
ま
れ
、
尹
基
理
事
長
と
並
ん
で
座
っ
て

い
る
三
木
さ
ん
。



４

100点満点でした！
　2022年度厚労省と堺市の業務評価で

南第2地域包括
支援センター

　
「
心
と
身
体
が

健
康
に
な
る
レ

シ
ピ
集
」
や
「
男

の
料
理
教
室
」、

集
会
所
で
の
喫

茶
新
設
な
ど
地

域
で
次
々
新
し

い
取
り
組
み
を

生
み
出
し
て
い

る
、
当
法
人
が
運

営
す
る
「
堺
市

南
第
2
地
域
包

括
支
援
セ
ン

タ
ー
」。
同
セ
ン

タ
ー
が
２
０
２
２

年
度
の
厚
生
労

働
省
と
堺
市
に

よ
る
「
地
域
包

括
支
援
セ
ン

タ
ー
業
務
評
価
」

で
「
1
0
0
点
」

と
の
通
知
が
今
年
3
月
届
き
ま
し

た
。
様
々
な
視
点
か
ら
み
た
全
項

目
の
評
価
が
す
べ
て
満
点
と
い
う

結
果
は
希
少
。「
地
域
の
人
の
た
め

に
こ
ん
な
の
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
、

と
私
が
つ
ぶ
や
く
と
ス
タ
ッ
フ
が

動
い
て
く
れ
て
具
体
化
し
て
く
れ

た
こ
と
も
評
価
に
繋
が
り
ま
し

た
。
今
回
初
め
て
1
0
0
点
の
評

価
を
し
て
も
ら
え
た
の
は
ス
タ
ッ

フ
の
お
陰
で
す
」
と
、前
セ
ン
タ
ー

長
の
辻
野
や
す
子
さ
ん
（
今
年
4

月
か
ら
故
郷
の
家
施
設
長
）。

　
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

は
、
重
度
な
要
介
護
状
態
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
期
ま
で

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
医

療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活

を
一
体
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
に
2
0
0
5
年
、
介
護
保
険
法

改
正
で
制
定
さ
れ
た
施
設
。
各
市

町
村
が
設
置
し
運
営
法
人
、
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
と
の
3
位
一
体
で

運
営
、「
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」「
総
合
相
談
」「
包
括
的
・

継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
権

利
擁
護
」
の
4
つ
の
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
各
セ
ン
タ
ー

の
機
能
強
化
の
た
め
に
毎
年
「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
評

価
」
を
実
施
。
業
務
評
価
は
、
国

の
基
準
項
目
と
各
市
町
村
独
自
の

項
目
が
あ
り
、「
市
町
村
が
定
め

る
運
営
方
針
の
内
容
に
沿
っ
て
、

セ
ン
タ
ー
の
事
業
計
画
を
策
定
し

て
い
る
か
」「
家
族
介
護
者
か
ら
の

相
談
に
つ
い
て
、
相
談
件
数
や
相

談
内
容
を
記
録
等
に
残
し
て
取
り

ま
と
め
て
い
る
か
」
な
ど
の
指
標

に
答
え
、
書
類
と
ヒ
ア
リ
ン

グ
で
評
価
さ
れ
ま
す
。

　
4
月
か
ら
石
丸
幸
代
さ

ん
が
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
。

石
丸
さ
ん
は
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
歴
約
15
年
。
他
市
の

高
齢
者
施
設
で
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
を
勤
め
た
後

2
0
1
6
年
に
同
セ
ン
タ
ー

に
入
職
。
石
丸
さ
ん
も
今
回

の
満
点
評
価
に
「
セ
ン
タ
ー

の
一
員
と
し
て
誇
ら
し
く
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
り
ま

し
た
」
と
。
そ
し
て
「
辻
野

前
セ
ン
タ
ー
長
が
作
っ
て
く

れ
た
基
盤
を
維
持
で
き
る

よ
う
、
ま
た
見
習
い
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
、
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

職
員
た
ち
が
奮
起
、

自
分
た
ち
で
模
様
替
え

故
郷
の
家

　

今
年
設
立
35
年
を
迎
え
る
故

郷
の
家
。
施
設
内
は
あ
ち
こ
ち

で
傷
み
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
頃
か
ら
ご
家
族
も

ご
利
用
者
の
部
屋
で
の
面
会
が

可
能
に
な
っ
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
職
員
た
ち
は
「
せ
め
て
入
居

者
様
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
を
少
し

で
も
き
れ
い
に
明
る
く
し
た
い
。

家
族
様
と
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
い

で
面
会
し
て
も
ら
え
る
場
所
も
作

ろ
う
！
」
と
奮
起
。
昨
年
末
か
ら

介
護
職
員
た
ち
が
仕
事
の
合
間
を

縫
っ
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、

デ
ザ
イ
ン
か
ら
材
料
の
買
い
出
し

ま
で
こ
な
し
、
手
作
り
で
プ
チ
リ

フ
ォ
ー
ム
を
始
め
ま
し
た
。
傷
つ

い
た
壁
に
は
レ
ン
ガ
風
の
壁
紙
を

セ
ン
ス
良
く
貼
っ
た
り
緑
や
小
物

で
演
出
す
る
な
ど
、こ
れ
ま
で
無

機
質
だ
っ
た
空
間
に
工
夫
を
凝
ら

し
、
ご
利
用
者
と
ご
家
族
が
く
つ

ろ
い
で
過
ご
し
て
い
た
だ
く
、
お

し
ゃ
れ
な
面
会
ス
ペ
ー
ス
が
誕

生
。
廊
下
と
フ
ロ
ア
、
ご
利
用
者

の
部
屋
は
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
素
敵

で
楽
し
い
空
間
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
フ
ロ
ア
に
上
が
っ

た
ご
家
族
か
ら
は
「
び
っ
く
り
し

た
！
見
違
え
た
よ
」
と
感
動
の
声
。

ご
利
用
者
も
「
き
れ
い
で
明
る
く

な
っ
て
う
れ
し
い
」
と
喜
ん
で
く

だ
さ
り
、
そ
の
声
が
職
員
の
励
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

南
第
2
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
メ
ン

バ
ー
。
左
端
が
石
丸
セ
ン
タ
ー
長
。
右
か

ら
三
人
目
が
辻
野
前
セ
ン
タ
ー
長
。
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　「ピンデトック」とは、水でふやかした緑豆を石臼
で挽いたものに、豚肉や牡蠣、野菜などを入れて鉄板
で焼いたチヂミです。もともとは祭祀(チェサ)の膳にの

せる肉の串焼きを高く盛り付けるための台の役割をするものだった「ピン
デトック」。その名前の由来には、凶作時にお金持ちたちが貧しい人々に
分け与えていたことから「貧者餅(ピンジャトック)」と呼ばれ、それが後
に「ピンデトック」になったといわれています。
　表面はカリっと、中はふわっとした食感で、緑豆の風味が感じられま
す。韓国伝統酒のマッコリやドンドンジュとの相性が抜群！居酒屋や市場
でのおつまみメニューとして人気です。小麦粉も入っていないので、グル
テンフリーでおすすめです。ぜひお試しください。

①緑豆と米を水（分量外）に2時間程度浸漬しておく。
②浸漬した①に水を加え、ミキサーにかけてペースト状にする。
③もやしは2ｃｍ程度、人参はみじん切りにし、茹でておく。
④青ネギは小口切りに、白菜キムチは2ｃｍ程度に切る。
⑤豚ミンチに塩コショウ、ごま油で味付けして 30 分程度置いて味をなじ
ませる。
⑥⑤に③、④を加えて混ぜ、②を加えてさらに混ぜ合わせる。
⑦たっぷりの油を引いたフライパンに、⑥を分厚めに入れ、中火で両面をこ
んがり焼いて完成！！
※お好みでヤンニョムジャンや酢醤油、塩をつけて召し上がってください。

緑豆チヂミ（ピンデトック　빈대떡) 故郷の家・京都　管理栄養士　　杉野　明子

（3枚分）

故郷の家　機能訓練士　中橋 学

介護予防やリハビリに！

首の痛み・動かしにくさ  に効果のあるストレッチ
首の痛み・動かしにくさの原因はさまざまですが、寝違いやむち打ちなどの急性
の痛み以外は、眼精疲労・肩こり・姿勢の悪さなど慢性的な何かしらの原因があ
ります。今回は慢性的な首の痛みに効果のあるストレッチをお伝えします。

1.写真のように壁に前腕を付ける。

首まわりのストレッチ

1. 上向きに寝ころび首を脱力し
た状態で指で頭を持ち上げる。
　（脱力した状態で行うことによ
り首の筋肉が緩みます。）
※10 秒持ち上げ、合計３セット
行う。

肩周辺のストレッチ
2. 身体を捻り、肩または胸の前が伸びる
ような感覚が出るところで止め、１０秒
数える。（左右２～３セット行う。）

・緑豆（皮なし乾燥）…… 220ｇ
・米………………………… 10ｇ
・水………………………… 250ｇ
・豚ミンチ（粗め）……… 100ｇ
・もやし（根切り）……… 100ｇ
・人参……………………… 50ｇ
・青ネギ…………………… 50ｇ
・白菜キムチ……………… 50ｇ
・塩………………………… 5ｇ
・コショウ………………… 少々
・ごま油…………………… 20g
・サラダ油………………… 適量

故郷の家・東京で

星野富弘さんの花の詩画展が故郷
の家・東京の地域交流スペースで
開催されます。
5月 10日～19日の午前10時～午
後3時。

詩画作品 50
点が展示され
る他、会期中
の 5 月 12 日
午後３時から
は JTJ 宣教神
学校元学長で
サクソフォン
奏者の岸義紘
さ ん（写 真）

のコンサートも開かれます。
入場無料。コーヒーサービスあり。

くわしくは問い合わせを。
吉田さん 080-5540-7299
多胡さん 090-9305-6763

 星野富弘 花の詩画展江東
地域

5 月 10 日～19 日

＊　＊　＊　＊　＊　＊　
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│
│
お
生
ま
れ
は
ど
ち
ら
で
す
か

　
井
手
之
上　
大
阪
市
西
淀
川
区
生
ま
れ
で

す
。
父
は
鹿
児
島
県
出
身
、
母
は
鳥
取
県
出
身

で
2
人
は
大
阪
で
出
逢
い
結
婚
。
豊
中
市
で
育

ち
ま
し
た
。

　
│
│
あ
ま
り
お
見
か
け
し
な
い
姓
で
す
が

　
井
手
之
上　
父
の
出
身
の
鹿
児
島
市
小
山

田
町
に
多
く
は
な
い
が
あ
る
名
前
だ
と
思
い

ま
す
。

　
│
│
ご
両
親
の
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い　
井
手
之
上　
父
は
、
鉄
鋼
金
属
工
業
関
係

の
会
社
員
。
母
は
縫
製
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
母
は
心
臓
が
悪
く
身
体
が
丈
夫
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
身
体
の
弱
い
母
で
し
た
が

93
歳
ま
で
生
き
て
く
れ
、
父
も
母
が
亡
く
な
っ

た
4
年
後
の
2
0
2
1
年
、
94
歳
で
亡
く
な
り

ま
し
た
。
両
親
は
、
私
に
真
面
目
に
育
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
て
、
自
分
た
ち
に
学
歴
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
息
子
に
は
大
学
ま
で
進
学
し

て
ほ
し
い
と
の
思
い
が
強
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　
│
│
ど
の
よ
う
な
お
子
様
で
し
た
か

　
井
手
之
上　
真
面
目
な
子
ど
も
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
親
に
迷
惑
か
け
た
ら
あ
か
ん
と
思

い
真
面
目
に
し
て
い
ま
し
た
。
親
か
ら
は
「
勉

強
し
い
や
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な

か
っ
た
。
宿
題
は
早
め
に
や
っ
て
あ
と
は
遊
ぶ

タ
イ
プ
で
し
た
。
基
本
的
に
は
お
と
な
し
い
子

や
っ
た
な
ぁ
。
人
前
で
話
す
こ
と
は
苦
手
で
、

今
で
も
そ
う
で
す
。こ
の
役
職
に
就
い
て
か
ら

で
も
人
前
で
話
を
す
る
の
は
嫌
い
で
す
。

　
│
│
青
年
期
は
い
か
が
で
し
た
か

　
井
手
之
上　
中
学
校
ま
で
は
比
較
的
勉
強

は
で
き
た
と
思
い
ま
す
が
、
進
学
し
た
高
校
で

あ
る
事
件
が
起
こ
り
、バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
さ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
学
生
運
動
が
盛
ん
な

時
期
で
高
校
に
ま
で
そ
の
影
響
が
あ
り
ま
し

た
。「
な
ん
で
学
校
の
先
生
は
き
ち
っ
と
対
応

で
き
な
い
ん
や
ろ
う
？
」
な
ど
と
矛
盾
を
感
じ

な
が
ら
の
高
校
生
活
を
送
る
な
か
で
私
の
思

考
も
変
わ
り
始
め
ま
し
た
。
同
級
生
に
韓
国

の
子
が
い
ま
し
た
。
日
本
姓
を
名
乗
っ
て
た
け

ど
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
た
こ
と
も
私
に
と
っ
て

は
衝
撃
で
、
色
々
な
感
情
を
初
め
て
持
っ
た
時

で
し
た
。バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
属
し
て
ま
し
た

が
勉
強
は
せ
ず
、ス
ポ
ー
ツ
に
明
け
暮
れ
る

日
々
で
し
た
ね
。

　
│
│
そ
し
て
立
命
館
大
学
に
進
学

　
井
手
之
上　
進
学
し
ま
し
た
が
、そ
の
頃

も
学
生
運
動
が
続
い
て
い
て
、
私
も
「
帝
国
主

義
打
倒
」
と
か
「
日
本
を
変
え
な
い
と
」
と
集

会
や
デ
モ
に
参
加
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
内

ゲ
バ
で
怪
我
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
り
で
親
は

心
配
し
て
た
と
思
い
ま
す
。
今
と
な
っ
て
は
、

そ
の
年
頃
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
そ
こ
で
発
散
し
て

い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
。
今
の
若
者
に
は
な

い
、い
い
経
験
を
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
│
│
そ
の
後
に
大
阪
府
庁
に
入
職

　
井
手
之
上　
卒
業
し
た
と
き
は
大
量
採
用

の
最
後
の
頃
で
し
た
。
私
も
就
職
先
に
は
恵
ま

れ
て
い
た
。
親
の
影
響
が
強
く
安
定
志
向
だ
っ

た
の
で
銀
行
を
受
け
内
定
を
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
が
、
た
ま
た
ま
友
人
が
大
阪
府
庁
に
受
け
に

行
く
と
い
う
の
で
一
緒
に
受
験
し
た
ら
合
格
し

て
。
給
料
の
面
で
は
銀
行
の
方
が
い
い
と
周
り

か
ら
は
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
特
に
両
親
は
公
務

員
を
望
ん
で
い
た
の
で
大
阪
府
庁
を
選
び
ま

し
た
。
結
果
的
に
は
、そ
の
こ
と
で
福
祉
に
出

会
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
│
│
入
職
後
、た
だ
ち
に
福
祉
の
仕
事
に
？

　
井
手
之
上　
始
め
は
労
働
部
局
の
出
先
機

関
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
あ
と
本
庁
に

異
動
に
な
り
、
障
が
い
福
祉
関
係
の
部
署
に

就
き
ま
し
た
。
公
務
員
生
活
38
年
。そ
の
う
ち

の
半
分
以
上
は
福
祉
の
仕
事
で
し
た
。

　
障
が
い
福
祉
部
局
に
配
属
さ
れ
て
し
ば
ら

く
た
っ
た
頃
、
部
屋
の
ド
ア
の
前
に
1
人
の
女

性
が
立
っ
て
い
て
、
中
に
入
っ
て
も
い
い
も
の

か
躊
躇
さ
れ
て
い
た
。
話
を
聞
く
と
知
的
障
が

い
の
あ
る
娘
さ
ん
が
男
性
に
だ
ま
さ
れ
て
、そ

の
相
談
に
来
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。
私
は
、
話
は

聞
い
た
け
ど
今
か
ら
思
え
ば
適
切
な
対
応
や

ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
て
な
か
っ
た
。そ
の
こ
と

が
今
で
も
悔
や
ま
れ
て
。
担
当
以
外
の
こ
と
も

日
頃
か
ら
よ
く
勉
強
し
て
「
総
合
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
」
が
で
き
よ
う
に
な
り
た
い
、と
強
く
思
っ

た
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
で
し
た
。

　
│
│
定
年
退
職
後
、
大
阪
府
社
会
福
祉
協

議
会
の
常
任
理
事
に
就
任
さ
れ
ま
し
た

　
井
手
之
上　
府
庁
勤
め
の
頃
、
社
協
に
は

事
業
を
委
託
・
補
助
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の

で
繋
が
り
が
あ
り
ま
し
た
。
福
祉
部
長
で
府

庁
を
退
職
す
る
と
き
に
声
を
か
け
て
も
ら
い
、

私
で
も
お
役
に
た
て
る
な
ら
、
と
お
受
け
し
ま

し
た
。

　
│
│「
社
会
福
祉
協
議
会
」
は
、
名
前
は
よ

く
聞
き
ま
す
が
一
般
の
方
に
は
何
を
さ
れ
て
る

と
こ
ろ
か
わ
か
り
に
く
い

　
井
手
之
上　
社
協
は
一
言
で
い
え
ば
地
域

の
課
題
を
吸
い
上
げ
、
住
民
や
地
域
の
関
係

機
関
や
団
体
を
組
織
す
る
こ
と
で
課
題
解
決

す
る
機
関
で
す
。
大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会

は
全
国
に
47
あ
る
都
道
府
県
社
協
の
ひ
と
つ

で
、
地
域
の
機
関
や
団
体
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

広
域
的
・
専
門
的
分
野
を
受
け
持
っ
て
い
ま

す
。
行
政
と
、
車
の
両
輪
と
な
っ
て
地
域
福
祉

を
進
め
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。で
も
、
社

会
福
祉
協
議
会
自
体
を
知
ら
な
い
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
の
で
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
な
け
れ

ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
│
│
会
長
に
就
か
れ
て
取
り
組
ま
れ
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か

　
井
手
之
上　
会
長
に
な
っ
て
5
年
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
時
期
と
重
な
り
、コ
ロ
ナ
対
応
の

仕
事
ば
か
り
に
明
け
暮
れ
て
本
来
の
仕
事
は

手
つ
か
ず
の
状
態
で
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
仕
事
が
な
く
な
り
日
々
の

生
活
に
も
困
る
生
活
困
窮
者
が
増
大
。
社
協

で
は
生
活
困
窮
者
の
た
め
に
緊
急
小
口
資
金

貸
付
、
生
活
福
祉
資
金
特
例
貸
付
を
行
い
ま

し
た
。
大
阪
だ
け
で
ト
ー
タ
ル
50
万
件

2
0
0
0
億
円
を
貸
付
け
。
市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯
は
返
還
免
除
に
な
り
ま
す
の
で
3
〜

4
割
は
返
還
免
除
に
な
る
と
思
い
ま
す
ね
。そ

れ
以
外
は
返
済
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
の
で
そ
の
業
務
で
大
変
な
状
況
で
す
。
社

協
は
こ
の
業
務
を
よ
く
引
き
受
け
た
な
あ
と
思

い
ま
す
。そ
れ
は
「
困
っ
て
る
人
を
見
た
ら
ほ

お
っ
て
お
け
な
い
」
と
い
う
社
協
職
員
の
想
い

が
強
い
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。

　
│
│
ほ
か
に
も
力
を
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か

　
井
手
之
上　
こ
れ
か
ら
の
福
祉
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
連
携
・
協
働
」
だ
と
思
い
ま
す
。

ひ
と
つ
の
法
人
や
施
設
で
や
る
に
は
限
界
が
あ

る
。
例
え
ば
、コ
ロ
ナ
禍
の
と
き
に
施
設
で
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
、
介
護
職
員
も
罹
患
し
て

利
用
者
の
ケ
ア
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
多
発
し

ま
し
た
。そ
の
対
応
の
た
め
に
応
援
職
員
の
派

遣
シ
ス
テ
ム
を
大
阪
府
と
と
も
に
作
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
施
設
や
職
員
が
登
録
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
府
社
協
で
は
「
大
阪
し
あ
わ
せ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
ま
さ

に
連
携
・
協
働
の
取
り
組
み
で
す
。2
0
0
4

年
に
府
社
協
の
老
人
施
設
部
会
で
、
社
会
福

祉
法
人
の
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
の
総
合
生
活
相
談
と
経
済
の
援
助
を
行
う

生
活
困
窮
者
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。そ
れ
を
オ
ー
ル
大
阪
に
拡
大
。
今
は
そ

れ
を
進
化
さ
せ
市
町
村
社
協
が
事
務
局
を
担

い
地
域
の
施
設
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
地
域
貢

献
委
員
会
と
連
携
す
る
方
向
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
大
阪
は
福
祉
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
歴
史

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
は
福
祉
人
材
の
確
保
と
定
着
が
大
き
な

課
題
で
、力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
福
祉
の
イ
メ
ー

ジ
を
変
え
て
い
き
た
い
。
毎
年
夏
に
府
下
の
全

高
校
生
向
け
に
府
社
協
の
機
関
誌
「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ

Ｓ
Ｈ
Ｉ　
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ（
ふ
く
し
お
お
さ
か
）」

の
特
別
号
を
24
万
部
配
布
し
て
い
ま
す
。
大
学

生
や
若
い
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
記
な
ど
の

写
真
を
た
く
さ
ん
使
い
ポ
ッ
プ
な
冊
子
に
仕
上

げ
て
い
ま
す
。こ
れ
を
見
て
高
校
生
と
そ
の
家

族
が
福
祉
へ
の
意
識
を
変
え
て
く
れ
た
ら
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　
│
│
当
法
人
と
の
出
会
い
を
教
え
て
く
だ

さ
い

　
井
手
之
上　
府
庁
で
、
仕
事
を
し
て
い
る

時
か
ら
「
在
日
韓
国
の
た
め
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
建
設
」で
尹
基
理
事
長
が
奔
走
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。
直
接
お
会
い

し
た
の
は
、
全
社
協
の
日
韓
台
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
時
で
し
た
。

　
│
│
3
年
前
か
ら
当
法
人
の
評
議
員
を
務

め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

　
井
手
之
上　
素
晴
ら
し
い
理
念
の
も
と
に

事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
と
、バ
イ
タ
リ
テ
ィ

の
塊
で
人
脈
が
広
い
尹
基
理
事
長
を
尊
敬
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、お
受
け
し
ま
し
た
。

　
│
│
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
故
郷
の
家
は

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
高
齢
者
施
設
に
な
れ

ば
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
か

　
井
手
之
上　
今
、
故
郷
の
家
は
他
の
施
設

と
同
様
に「
終
の
棲
家
」
に
な
っ
て
い
て
そ
れ

は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
施

設
も
多
様
化
し
て
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
い

る
。
持
続
性
・
継
続
性
を
考
え
る
と
ほ
か
に
は

な
い
強
み
を
作
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
私
の
思
い
つ
き
で
す
が
、
高
齢
者
分
野
で

言
え
ば
こ
れ
か
ら
は
認
知
症
の
人
が
増
え
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
専
用
施
設
を
作
る

と
か
、
障
が
い
者
分
野
な
ど
ほ
か
の
福
祉
分
野

に
参
入
す
る
こ
と
で
補
完
し
あ
う
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。こ
う
い
う
こ
と
も
検
討
し
て

い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
│
│
故
郷
の
家
各
施
設
で
も
介
護
職
員
た

ち
が
福
祉
の
最
前
線
に
い
ま
す
が

　
井
手
之
上　
介
護
の
仕
事
は
、「
3
Ｋ
」
と

言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
は
、き
つ
い
・

き
た
な
い
・
危
険
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
3
Ｋ
の
意
味

で
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
、
感
謝
・
感
激
・
感

動
の
「
ボ
デ
ィ
テ
ィ
ブ
3
Ｋ
」
と
福
祉
の
仕
事

の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た
い
。
日
々
、
利
用
者
の

方
を
お
世
話
す
る
生
活
の
な
か
で
感
動
も
生

ま
れ
る
、
非
常
に
お
も
し
ろ
い
、
や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
と
、
思
い
つ
つ
報

酬
に
関
し
て
は
こ
れ
で
い
い
と
は
思
っ
て
い
な

い
。
福
祉
の
仕
事
を
今
一
度
評
価
し
直
す
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
│
│
幸
せ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
と
思
わ

れ
ま
す
か

　
井
手
之
上　
昔
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
心
理

学
者
・
ア
ド
ラ
ー
を
紹
介
し
た
「
嫌
わ
れ
る
勇

気
」
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
が
、そ

こ
に
は
幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
具
体
的
方
法
が

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
結
局
は
、
自
分
が
だ
れ

か
の
役
に
立
っ
て
い
る
、
貢
献
で
き
た
と
き
に

自
ら
の
価
値
を
実
感
で
き
て
幸
せ
を
感
じ
る

と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
こ
と
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
残
り
の
人
生
を
幸
せ
に
暮
ら
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
聞
き
手
・
横
山
ま
ゆ
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
井
手
之
上
　
優
（
い
で
の
う
え　
ま
さ
る
）

　
社
会
福
祉
法
人
大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
。
社
会
保
障
審
議
会
福
祉
部
会
臨
時
委

員
（
2
0
1
9
年
7
月
〜
2
0
2
0
年
7
月
）。

大
阪
府
社
会
福
祉
審
議
会
委
員
。
大
阪
府
障

が
い
者
施
策
推
進
協
議
会
委
員
。
全
国
社
会

福
祉
協
議
会
理
事
。
社
会
福
祉
法
人
こ
こ
ろ

の
家
族
評
議
員
。

　
1
9
5
2
年
（
昭
和
27
年
）6
月
、
大
阪
市

西
淀
川
区
生
ま
れ
。
75
年
3
月
、
立
命
館
大
学

法
学
部
卒
業
。
同
年
4
月
、
大
阪
府
入
庁
。

2
0
1
3
年
3
月
、大
阪
府
退
職
。
同
年
4
月
、

社
会
福
祉
法
人
大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会
常

務
理
事
就
任
。
19
年
6
月
、
社
会
福
祉
法
人

大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
就
任
。

　
　
　
　
　
　

　

今
号
は
、
大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
の
井
手
之
上
優
さ
ん
に
ご
登

場
戴
き
ま
し
た
。
大
阪
を
拠
点
に
福
祉
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
、
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
も
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
3
年
前
か
ら
当
法
人
こ
こ

ろ
の
家
族
の
評
議
員
も
務
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
を
困
っ
て
い

る
人
た
ち
へ
届
け
る
﹁
仕
組
み
﹂
を
作
ら
れ
て
き
た
井
手
之
上
さ
ん
は
、

ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、
お
名
前
の
と
お
り
優
し
い
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
福
祉
は
「
連
携
・
協
働
」

 
さん

井手之上優

自
分
の
勉
強
不
足
を
痛
感
し
た
出
来
事

福
祉
の
イ
メ
ー
ジ
を

変
え
て
い
き
た
い

報
酬
の
見
直
し
が
必
要



8

堺・大阪・神戸・京都・東京 ───
「故郷の家」各施設のホットな話題をお伝えします
※各施設のブログもご覧ください。QRコードからどうぞ！

神戸
東京

梅
見
に
行
き
ま
し
た

　3 月 16 日に神戸デイ
真野デイで寿司フェア
を行いました。
　厨房職員が目の前で
寿司を握る実演を行い、
お替り分に用意していた
寿司も完売（？）するほ
ど大好評でした。いつも
と違う雰囲気でご利用
者様も笑顔が多く食事
を楽しまれていました。
　また来年、楽しみにしてくださいね。

　

寒
い
日
が
続
い
て
い
た
東
京
は
、
桜
の
開
花
が
例
年
よ
り
大
幅
に
遅

れ
、
12
年
ぶ
り
の
遅
咲
き
と
の
こ
と
。
実
際
、
外
に
散
歩
に
出
て
も
風
が

ま
だ
肌
寒
か
っ
た
で
す
し
、
桜
も
満
開
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

で
も
利
用
者
様
は
、
今
咲
い
て
い
る
桜
に
喜
び
を
見
い
だ
さ
れ
、
春
の
息

吹
を
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
様
子
で
し
た
。

　

真
野
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
須
磨
区
の
綱
敷

天
満
宮
へ
梅
の
花
を
見
に
い
き
ま
し
た
。

　
ま
だ
肌
寒
い
３
月
初
旬
で
し
た
が
、
日
当
た

り
も
良
く
、
境
内
で
は
満
開
と
な
っ
た
梅
の
花

が
力
強
く
咲
い
て
い
ま
し
た
。
地
元
で
は

須
磨
の
天
神
さ
ま
と
呼
ば
れ
、
学
業
成

就
に
ご
利
益
が
あ
る
そ
う
で
、
季
節
が

ら
、合
格
祈
願
や
学
業
成
就
を
願
う
人
々

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

利
用
者
様
も
お
賽
銭
を
持
参
し
、
今

年
一
年
の
幸
福
を
お
祈

り
し
ま
し
た
。

　

境
内
の
中
に
は
、
願

掛
け
の
銅
像
や
縁
起

物
が
あ
り
、
ゆ
っ
く
り

散
歩
し
な
が
ら
見
物

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
外
出

だ
っ
た
の
で
、
皆
様
に

喜
ん
で
頂
け
、
職
員
の

心
も
温
か
く
な
り
ま

し
た
。

　今年もひな祭りの季節がやってきました。今年は、ひ
な祭り食の提供と、昨年好評だった甘酒を利用者の皆様
に飲んでいただきました。おいしいとのご感想はもちろ
ん、ひな祭りのゆったりとした時間を楽しんでいただけ
たようです。1 階カフェでは、ひな人形を愛でる利用者
様のお姿を発見し、とてもほほえましいご様子でした。

遅咲きの桜をみんなで楽しみました

ひな人形を愛でる

寿司フェアは大好評
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京都
堺

　今年の2月10日は、「韓国のお正月」でした。
韓国ではお正月を旧暦でお祝いし、日本のお盆のよう
にご先祖様を敬う行事となっています。チマチョゴリを
着飾ったご入居者が、順番に香を焚き、真剣に手を合
わせ、祈りを捧げておられました。
　一通り儀式が終わると、ボランティア公演として、「金
一志韓国舞踊団」の皆さんに楽器や踊りを披露してい
ただき、皆さんその素晴らしい演奏や舞に感動されて

いました。
　すべてを終え、最後に皆さ
んで記念撮影。お二人で写っ
ておられるのは、親子で撮ら
れた写真です。
　今年の韓国のお正月はいつ
も以上に盛大にお祝いするこ
とができ、皆さん大変満足さ
れたご様子でした。

「韓国のお正月」 「
故
郷
の
家
・
京
都
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催

　
華
や
か
な
ド
レ
ス
姿
の
演
奏
者
た

ち
が
雲
史
ホ
ー
ル
に
入
場
す
る
と
、

利
用
者
た
ち
か
ら
大
き
な
拍
手
。

〝
春
を
呼
ぶ
弦
楽
四
重
奏
の
響
き
〞

と
し
て
、コ
ン
サ
ー
ト
を
2
月
9
日

に
開
催
し
ま
し
た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲

や
「
ふ
る
さ
と
」
等
、
弦
楽
器
の
優
し

く
温
か
い
演
奏
が
ホ
ー
ル
に
響
き
ま

し
た
。
演
奏
者
の
話
を
交
え
、
と
き
に

利
用
者
の
言
葉
が
飛
び
込
み
、
和
や

か
な
雰
囲
気
。
近
く
で
演
奏
を
楽
し

め
る
よ
う
に
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
風
に

し
、
終
演
後
に
は
演
奏
者
と
利
用
者

の
交
流
の
輪
が
出
来
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
特
養
3
階
・
蘭
ユ
ニ
ッ
ト

で
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
の
デ
ュ

オ
の
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
演
奏
者

を
囲
む
よ
う
に
、「
糸
」「
情
熱
大
陸
」

等
を
聴
き
、
贅
沢
な
ひ
と
時
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
こ
ろ
に
喜
び
と
安
ら
ぎ
を
つ
く

る
、
福
祉
と
芸
術
は
同
じ
で
す
。
利
用

者
に
も
演
奏
者
に
も
笑
顔
が
生
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　
演
奏
は
京
都
市
立
芸
術
大
学
の
渋

谷
さ
ん
、
岡
田
さ
ん
、
月
野
さ
ん
、
西

浦
さ
ん
で
し
た
。

　4月4日・5日に、大きな車に乗って、堺・泉北の桜
の見所でもある多治速比女神社へ、お花見に出かけ
ました。
　初日は前日が雨天だったので、午前の 1 便目は残
念ながら見送り。現
地の様子をもう一
度確認し、午後か
らご希望される
方々をお連れする
ことが出来ました。

　「うわぁ～！満開！」「ほんまに綺麗やなあ！」「風が
きもちいい！」とコロナ禍でなかなか外出することが
かなわなかっただけに、皆様からは感激の声が次々と
上がりました。
　桜を愛でた後、記念撮影をしたり、好みの飲み物や
お菓子を食べたりと、存分に春の時間を満喫されてい
ました。

お花見を満喫しました！

堺お花見0405-3
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共生園（養護施設）

共生再活院（知的障害者施設）
理事長の施設訪問

木浦障害者療養院 （重度障害者施設）
2024年のお正月!    

　暖かい春の日に小学校の新入生となったチェ・ダウン、チェ・
ジェイ(儒達小)、キム・ゴヌ(西山小)を応援します。
　共生園では2024 年度に中学生5名、高校生 2名、大学生 2
名が新入生として新たなスタートを切りました。
　子どもたちが健やかに成長できるよう、心を寄せて見守って
くださり、見えない所で支えてくださる皆様のおかげです。あり
がとうございます。

　2月には民族の代表的な祝日「ソルラル（お正月）」がありました。
新年の挨拶をして、伝統的な祝日に食べるジョン（煎）の盛り合わ
せを作り、チーム対抗ユンノリ大会、映画鑑賞、お墓参りなどいろ
んなプログラムを行いました。
　71 名の大家族らしく、にぎやかな雰囲気の中でお正月気分を
たっぷり味わって楽しく過ごしました。

　3月12日に行われた田内文枝共生福祉財団理事長
就任式（2～3 ページ参照）に先立つ 2 月、田内文枝
理事長が施設を訪問してくださり、利用者さん2名が
花束を贈呈し、職員らも歓迎しました。理事長は「私
などをこのように歓迎してくださるなんて、とてもう
れしく感謝します」とおっしゃいました。
　集合写真も撮り（写真左）、愛や応援がいっぱい詰
まった支援金もいただきました。

胸が高鳴る入学式

▶主の聖名を賛美いたします。
素晴らしい御働きに只々感動しております。
皆様、心から一生懸命御奉仕されているので
しょうね。私も年老いたら故郷の家に入所し
たいです。（大阪府・T様）

▶毎号「インタビュー」を読むのが楽しみです。今月も崔順
福さんのスケールの大きな生き方、過ごし方に感銘を受けま
した。大松先生の福祉についての考え方、ご指導を自らの生
き方で示されたとのこと。ただただ敬服です。凡人の私は「み
んな仲良く生きたいなあ」とだけ。（奈良県・T様）
▶会報誌を送っていただいて何年になるか記憶にありませ
んが、多分、故郷の家・京都オープニングセレモニーに参加
した後の頃かと思います。当日は島根県益田市から駆けつけ

ました。2008年8月には、一行16名で「韓国の多文化共生
と福祉・環境を学ぶ旅」で共生園を訪問しました。この時、
園長さんからDVD「愛の黙示録」をいただきました。
　1983 年 12 月、「日本と朝鮮半島の生活を語る会」を立ち
上げ、以来市内の各層の人たちと毎月、「日本と朝鮮半島と
の歴史・文化、生活」について学び合いながら、韓国に 14
回も旅しました。また、市内の在日韓国人たちと親交を深め
てきました。昨年で親交を保ってきました全ての方たちは他
界されました。会は2003 年 12月、20 年の活動の幕を閉じ
ました。今も、市民活動の取り組みの柱として、日韓両国間
の友好・交流活動は細 と々継続しております。
　私も齢 83 になりました。昨今、世代間の違いを感じるよ
うになってきました。（島根県・F様）

こころの家族のルーツ、韓国木浦共生園やその姉妹施設の近況をお伝えします
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　　
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2024 年 2月～3月の寄付者 ( 敬称略 )

  2023 年 2 月～3月の来訪者・ボランティア ( 敬称略 )

金 基周
宮田 光雄
山本 大
匿名希望者
栗原 彬
佐藤 友美
共生福祉財団事務局長
一同
シェア税理士法人
　 代表社員 林 光行
岡崎 政子
髙林 實結樹
宗像 千代子
多胡 元喜
宝基商事株式会社
  代表取締役
     柳川 博一
ながやま歯科 
　永山 成大
藤原 一臣
李 守陳
中村 啓子

藤田 裕之
星田 正雄
金 慶光
ペン株式会社
金氏高麗人参株式会社
金山 委智夫
(有)テラヲ貸物店
佐藤 美津子
松下 令子
木村 陽子
瀧澤 織衣
㈱スポーツ寿苑 
　代表取締役 鄭 貞子
田内 基
田内 緑
中嶋 美恵子
聖潔大学 社会福祉大学院
「ハートサービス運
動」募金箱
柳川 良子
老人長期療養革新リー
ダー第4期

在日大韓基督教会
  京都南部教会
株式会社ヤマエンター
プライズ 
　代表取締役 池 正淑
枝川 愛の教会
岡 真由美
鈴木 仁
青木 茂
オートプロ島田 
  島田 隆男
浅野 和子
単立キリスト教八街グ
レイス教会
    申 鉉錫
四宮 章夫
宮原 智文
藤原 興
赤羽 佳世子
坂井 忠夫
大阪府共同募金会
  堺地区募金会

ムジゲマウル
㈱グローバル
  代表取締役
 　 川島 忠義
鄭 智子
神戸市シルバーカ
レッジ国際交流協力
コース29期
     伊賀 元俊
ソウル市老人福祉協
会
故郷の家・募金箱
竹口 等
吉澤 まゆみ
小原 武夫
代々木教会 吉本 真理
木下 文隆
髙橋 五江
いつくしみの聖母会 
小松 譲治
奥山 理子

■故郷の家(堺)
岩川 義嗣ご家族
岡田 昭子ご家族
辻 ナル子ご家族
大井 敏子ご家族
張李 瑞貞ご家族
森 繁雄ご家族
青田 進ご家族
大仲 玲子ご家族
着本 アサ子ご家族
武吉 文子ご家族
池田 啓順ご家族
松葉 恵美子ご家族
板橋 紀美ご家族
赤坂台小学校 ボラン

ティア部児童
あゆみ介護センター 
金 一姫

■故郷の家・神戸
上野 勉ご家族 
牙山 連伊子ご家族
松下 裕夫ご家族
岡本 直美
片岡 東洋子
中国天津中医薬大学看
護学院
多聞 みゑ子ご家族
カナン教会 李承河牧師
酒部 和子ご家族

山下 ひかり
㈱チャレンジ
中尾 雅和
川西 葉子
嶺山 廣慶ご家族
佐藤  茂 
塚本 祐子
海老名 良明
金 泰淑ご家族
矢野 瑞季   
 
■故郷の家・京都
赤井 美和子ご家族     
元生 信子ご家族
澤田 千代ご家族

松岡 日出ご家族
高山 敬子ご家族
西澤 達子ご家族
河村 小夜子ご家族
栗原 美代子ご家族
行平 シメ子ご家族
野田 頼子ご家族
鄭 英道 ご家族
河本 和子ご家族
武本 鶴子 ご家族
森山 栄子ご家族
田中 つよご家族

■故郷の家・東京
神田 英資ご家族

■故郷の家(堺)
泉北キリスト恵み教会
松本 光惠
小田 ヒターナ

■故郷の家・神戸
サランの会

ＫＳＣアロハハワイアン
ズ
関 京子
あんだんて
戸田 和子
大薗 共基
益本 アユ子

三東 新奈
山本ダンス

■故郷の家・京都
鄭 仁淑
池田 邦子 
金一志韓国伝統芸術院

「懐メロ聴くの会」（3
名）
着物ドレスショー（9名）
傾 聴 ボ ラ ン テ ィ 京 都
PANA-ALC （ 2名）
SKY傾聴ボランティア
（1名）

■故郷の家・東京
村上 里子
中島 榮美
金 在眞
金 明均
大島シオン教会
　勝山牧師 

2024 年 2月～3月の寄贈者 (敬称略。すべての方のお名前を記しているわけではございません。ご了承ください)

㈱センターリード 
　大山 基旭
横路 由美子
西銀座法律事務所
  坂入 高雄
キリスト・イエズスの
宣教会 小野田修道院
故郷の家・東京募金箱
李 善惠
杣 浩二
梅田 達夫
青山 洋
済州ソンジ療養院
峯岸 義則
吉田 津志子
故郷の家・神戸募金箱
陶化民生児童委員会
中国天津中医薬大学看
護学院
株式会社三晃設備

内山 悦子ご家族
金谷 奉姫ご家族
加藤 行以ご家族
唯根 ヒロ子ご家族
村岡 大作ご家族
加藤 ゆり子ご家族
長谷川 和江ご家族
瀧澤 トミ子ご家族
東谷 君子ご家族
長谷川 正春ご家族
上川原 玲子ご家族
株式会社テスティパル 
 

堺
大 阪
神 戸

1,537,160 円
 2,000 円
57,426 円

京 都
東 京
法 人

  148,000 円
1,406,989 円
1,327,260 円

皆様のご支援に感謝申し上げます
2024年 2 月～3月 寄付合計 4,478,835円
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　故郷の家がある堺市はアルフォ
ンス・ミュシャのコレクションで有
名。パズルの正解者の中から2名さ
まに、ミュシャの絵をあしらったクリ
アファイルをプレゼントいたします。
　応募は、クロスワードパズルの
答、住所・氏名・電話番号をお書き
のうえ、はがきなら〒590-0142堺

市南区檜尾3360-12「故郷の家・クイズ係」へ、メールで
の応募はnews@kokorono.or.jpへどうぞ。6月10日締め
切り。
　本誌をお読みになった感想、メッセージなどもどうぞお
書き添えください。お待ちしています！

プレゼント

①こわ～～いお話。
⑤カップル。
⑥日本ではクリスマスツリーといえばこの木。
⑦自分ひとりだけの力。
⑨ごくわずかな量。
⑪日本語を書くときは、漢字と──を用います。
⑫──のゲップが地球温暖化に関係あるとか。
⑬──、チョキ、パー。
⑭男性用のスーツ。
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郵便振替　　　口座番号： 00940-0-329280
　　　　　　　加入者名：社会福祉法人こころの家族
銀行振込　　　銀行名　：三菱UFJ 銀行
　　　　　　　支店名　：光明池支店　普通 1052623
　　　　　　　口座名義：社会福祉法人こころの家族

ご送金の方法

在日韓国老人ホームを作る会の働きにより「こころの家族」が誕生しました。

ブログ　http://kokyoosaka.blog79.fc2.com/

　故郷の家・大阪　田中久美子（主任ケアマネ）
大阪府大阪市生野区中川2-4-26　TEL 06-6753-6580

ブログ　http://kokyokobe.blog40.fc2.com/

　故郷の家・神戸　松下良平（施設長）　
兵庫県神戸市長田区東尻池町 7-4-21　TEL 078-651-1555

ブログ　http://kokyokyoto.blog41.fc2.com/

　故郷の家・京都　藤原一臣（特養施設長）、金滋榮（ケアハウス施設長）　
京都府京都市南区東九条南松ノ木町47　TEL 075-691-4448

東京都江東区塩浜1-4-48　TEL 03-3644-0555
ブログ　http://kokyotokyo5.blog.fc2.com/

　故郷の家・東京　  高橋千津子（特養施設長）、塩川優子（ケアハウス施設長）
ブログ　http://kokyosakai.blog40.fc2.com/

　故郷の家   （堺）　辻野やす子（施設長）
大阪府堺市南区檜尾3360-12　TEL 072-271-0881
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人は、誰しも懐かしい思い出に満ちたふるさとをもっている。
ふるさとは、生まれ育った所であると同時に「帰る」所であろう。
人生の喜びと悲しみ、栄光と重荷を背負って帰り着くところが
ふるさとであれば、なんと素晴らしいことではないか。
そこでは、経験を分かち合い、共に希望をもって生きることができる。
　　　　　　　　    （阿部志郎・神奈川県立保健福祉大学名誉学長）

A）愛の寄付金 …………………………………自由な金額
B）  遺贈寄付………………………………………自由な金額
C）  相続寄付………………………………………自由な金額
D）  賛助会員……………………………………月1,000 円（年 1万 2千円）
E）  奨学金会員（留学生や孤児・障害児支援）………  月 5,000 円（年 6万円）
F）１％会員（所得、売上、祝儀、遺産、感謝）
G） １坪会員（施設の新築・改築や環境改善支援）…… 30万円

本法人は統一教会とは関係ありません

お読みになった後はお隣の方にもおまわし下さい

寄付申込書
年　　　月　　　日

＊この申込書を FAX でお送りいただくか下記施設まで郵送を
お願いします。

お名前

連絡先　〒

TEL

FAX

ふりがな

ご寄付内容　※具体的な支援先や事業名があれば、口数や金額とともに
　　　　　　　記入してください。

●（　　　　　）として（　　　）口、　（　　　　）円を寄付します。

（自宅・会社）

FAX  072-271-5474  または  03-3644-0556

例１：●（Ｂ・賛助会員）として（２）口、（年２万４千）円を寄付します。
例２：●（Ｅ・１坪会員・堺）として（１）口、（３５万）円を寄付します。　

共に希望に生きる

こころの家族のサポーターになってください

お気軽に
お問い合わせ
ください。
故郷の家のご利用相談や
寄付。困っている高齢者、
留学生、外国籍の方も
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